
４４４４ 水素水素水素水素イオンイオンイオンイオン濃度濃度濃度濃度とととと水溶液水溶液水溶液水溶液ののののｐＨ（ｐＨ（ｐＨ（ｐＨ（ピーエイチピーエイチピーエイチピーエイチ））））

希薄溶液（とても薄い溶液）が中性か酸性か塩基性かを区別する数値
生活に身近な溶液（水道水、雨水、河川、湖沼、血液、胃酸など）に利用される

ＡＡＡＡ 水素水素水素水素イオンイオンイオンイオン濃度濃度濃度濃度とはとはとはとは

水溶液１㍑中に （電離しているＨ
＋
のモル数 ）［単位］モル／Ｌ

水素イオン濃度 〔記号〕[Ｈ＋] ＝酸のモル濃度×酸の価数×酸の電離度

水酸化物イオン濃度〔記号〕［ＯＨ－］ ＝塩基のモル濃度×塩基の価数×塩基の電離度

ＢＢＢＢ 水水水水ののののイオンイオンイオンイオン積積積積・・・純水（中性の液体）もわずか（１０憶個の分子中１個）だが、電離している。

純水の電離 Ｈ２Ｏ → Ｈ＋ ＋ ＯＨ－

純水では ［Ｈ＋］＝［ＯＨ－］ ＝
１

＝ １０
－７

モル／Ｌ
１０７

（覚えておこう！！） 指数法則

① １０００ ＝ １０３ ② １０００ × １００ ＝ １０００００
１００ ＝ １０２ ↓ ↓ ↓
１０ ＝ １０１ １０３ １０２ １０５ ⇒ ３＋２＝５
１ ＝ １００

１/１０ ＝ １/１０１ ＝ １０-１ ａ ｂ ａ＋ｂ
１/１００ ＝ １/１０２ ＝ １０-２ １０ × １０ ＝ １０
１/１０００ ＝ １/１０３ ＝ １０-３

１/１００００ ＝ １/１０４ ＝ １０-４

③ （１０５） ⇒５－２＝３
１

＝ １０
－ａ １０００００

＝ １０００
１０ａ

＝１０
ａ－ｂ

１０ａ １００ １０ｂ

（１０２）
（１０３）

また、実験結果から、どんな水溶液（中性でも酸性でも塩基性）でも、

［Ｈ＋］×［ＯＨ－］は一定の値で １０
－１４

（水の イオン積）（２５℃の時）

ＣＣＣＣ ｐＨｐＨｐＨｐＨ（（（（ピーエイチピーエイチピーエイチピーエイチ）））） ・・・ 水素イオン指数（中性、酸性、塩基性を表す数）

（溶液の性質） （濃度の比較） （［Ｈ＋］の大きさ） （ｐＨ）

中性 ・・・ ［Ｈ＋］＝［ＯＨ－］・・・ ［Ｈ＋］＝１０－７ ・・・ ｐＨ＝７

酸性 ・・・ ［Ｈ＋］＞［ＯＨ－］・・・ ［Ｈ＋］＞１０－７ ・・・ ｐＨ＜７

塩基性 ・・・ ［Ｈ＋］＜［ＯＨ－］・・・ ［Ｈ＋］＜１０－７ ・・・ ｐＨ＞７

［Ｈ＋］の大きさだけで、水溶液の性質（中性、酸性、塩基性）を決めることができる。

－ａ
［Ｈ＋］ ＝ １０ （モル／Ｌ） のとき、ｐＨは ａ とする

Ｎ.Ｏ.２９
<参考> 水酸化物イオン濃度とｐＯＨ（水酸化物イオン指数）

[Ｈ＋]＝１０－ａ のとき、水酸化物イオン濃度[ＯＨ－] は水のイオン積（１０－１４）を使って

１０－１４ １０－１４
[ＯＨ－] ＝ ＝ ＝１０－（１４－ａ） となる。１４－ａの値をｐＯＨという。

[Ｈ＋] １０－ａ

練習７ ｐＨ３の水溶液の[Ｈ＋]はｐＨ６の水溶液の[Ｈ＋]の何倍か。

ｐＨ３ ・・・ [Ｈ＋]＝１０－３

ｐＨ６ ・・・ [Ｈ＋]＝１０－６ １０－３／１０－６ ＝１０００倍

練習８ ０．１モル/Ｌの塩酸と、０．１モル/Ｌの水酸化ナトリウム溶液のそれぞれについて、
[Ｈ＋]、[ＯＨ－]およびｐＨを求めよ。

(塩酸) 酸はＨ＋を生ずる （水酸化ナトリウム溶液） 塩基はＯＨ－を生ずる

[Ｈ＋]＝０．１×１×１＝０．１＝１０－１ モル/Ｌ [ＯＨ－]＝０．１×１×１＝０．１＝１０－１ モル/Ｌ

よって、ｐＨは１ [Ｈ＋] ＝１０－１４／[ＯＨ－]

[ＯＨ－]＝１０－１４／[Ｈ＋] ＝１０－１４／１０－１

＝１０－１４／１０－１ ＝１０－１３ モル/Ｌ

＝１０－１３ モル/Ｌ よって、ｐＨは１３

練習９ ０．００５モル/Ｌの硫酸のｐＨを求めよ。 硫酸は２価の強酸

[Ｈ＋]＝０．００５×２×１＝０．０１＝１０－２ モル/Ｌ

よって、ｐＨは２

練習10 ０．０１モル/Ｌのアンモニア水のｐＨを求めよ。ただし、アンモニアの電離度は０．０１
とする。

[ＯＨ－]＝０．０１×１×０．０１＝０．０００１＝１０－４ モル/Ｌ

[Ｈ＋] ＝１０－１４／[ＯＨ－]
＝１０－１４／１０－４

＝１０－１０ モル/Ｌ よって、ｐＨは１０

練習11 次の物質の希薄溶液をｐＨの小さい方から順に並べよ。

① ＮａＣｌ ② ＨＣｌ ③ ＮａＨＣＯ３ ④ ＣＨ３ＣＯＯH ⑤ ＮａＯＨ
（中性） （強酸性） （弱塩基性） （弱酸性） （強塩基性）
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